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	 遺伝子変異したがん細胞は組織化して腫瘍を形成し、やがて悪性腫瘍となり、浸潤・転移を起

こすと考えられている[1]。この浸潤・転移現象のメカニズムの理解はがん治療にとって重要であ

るが、その詳細は不明な点が多い。近年、著者等は、マイクロスケールの接着領域がパターン化

したマイクロパターン基板を用いて、in vivo に類似の微小腫瘍構造が形成されることを見出した 

[2]。具体的には、パターン領域に接着した細胞がアンカーとなって次々に細胞を取り込むエント

ーシスを引き起こし、結果的に、cell-in-cell構造を有する微小腫瘍が形成された。しかし、微小腫

瘍内の cell-in-cell 構造の空間分布や数分布は分かっていない。そこで、本研究では、微小腫瘍の

cell-in-cell構造形成のメカニズムを理解するために、マイクロパターン基板上と一様な低接着基板

上で微小腫瘍を形成させ、両者の cell-in-cell構造の空間分布・数分布を調べたことを目的とした。

まず、一様な低接着基板上の微小腫瘍の形成条件の探索を行った。MPCポリマーをガラス基板上

にコートし低接着基板を用いて、がん細胞を過剰量播種して細胞同士を接着させた後、その培養

液の一部を別のMPCポリマー基板上に播種して 24時間培養したところ、微小腫瘍様の構造形成

が可能であることが分かった。次に、微小腫瘍内部の cell-in-cell 構造の観察法を構築した。骨格

構造(アクチン、微小管)に着目し蛍光観察から両者の構造を比較した結果、先行研究【2】で見ら

れた構造分布が微小腫瘍様構造にも見られることが分かった。また、エントーシスによって形成

しているかを確かめるため、細胞膜と核の染色から内部構造を観察し、全体の核に対する同一の

細胞膜内に存在する核の個数からエントーシスの割合を評価した。当日は、上記 2 種類の基板上

で形成した微小腫瘍の細胞骨格構造及び cell-in-cell構造の詳細を報告する。 
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